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備考 新（令和 8年 7 月） 旧 (令和 7年 7 月) 
 

基準-1 

 

  

第Ⅰ編 総則 
 

第1章 総則 

 

第4節 工事原価 
2-1-2 数値基準表 

2-1-2-1 数値基準書 

設計書（内訳書）の表示単位及び数位は「数値基準の原則」によるほか，本表による。 

 名称 単位 数位 備考 
中略 

注意1 工程表等により求める日数に限り，最小数位を1とし，1 未満は切り上げる。なお，トラック[クレーン装置付]などのよ

うに時間単位で費用を計上する場合は単位を「時間」として扱う。 
 

中略 

 

 

第Ⅰ編 総則 
 

第1章 総則 

 

第4節 工事原価 
2-1-2 数値基準表 

2-1-2-1 数値基準書 

設計書（内訳書）の表示単位及び数位は「数値基準の原則」によるほか，本表による。 

 名称 単位 数位 備考 
中略 

注意1 工程表等により求める日数に限り，最小数位を1 とし，1 未満は切り上げる。なお，クレーン付トラックなどのように時

間単位で費用を計上する場合は単位を「時間」として扱う。 
 

中略 
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基準-2 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第Ⅱ編 電気通信設備工事 
 

第1章 請負工事費の積算 

 

第4節 工事原価 
1-4-2 間接工事費 

1-4-2-2 現場環境改善費 

(3) 現場環境改善費率 

対象額(Ｐi) 

現場環境改善費率(ｉ) 

施工地域区分 

大都市（1）（2）・市街地 左記以外 

5億円以下 ｉ[％]＝45.9×Ｐi-0.175 ｉ[％]＝32.5×Ｐi-0.202 

5億円を超える場合 1.38％ 0.57％ 

注意1 ｉ，Ｐiは「現場環境改善費の計算方法」による。  

 

中略 

 

第5節 一般管理費等 
1-5-1 一般管理費等 

1-5-1-1 一般管理費等 

(4) 一般管理費等率表 

対象額(Ｃp) 500万円以下 500万円を超え30億円以下 30億円を超えるもの 

一般管理費等率(Ｇp) 25.13％ Ｇp[％]＝-5.21826×Log(Ｃp)＋60.08343 10.63％ 

注意1 Ｇpは一般管理費等率，Ｃpは一般管理費等対象額とする。 

注意2 Ｇpは，小数点以下第3位を四捨五入し，第2位とする。 

 

中略 

 
 

 

第Ⅱ編 電気通信設備工事 
 

第1章 請負工事費の積算 

 

第4節 工事原価 
1-4-2 間接工事費 

1-4-2-2 現場環境改善費 

(3) 現場環境改善費率 

対象額(Ｐi) 

現場環境改善費率(ｉ) 

施工地域区分 

大都市（1）（2）・市街地 左記以外 

5億円以下 ｉ[％]＝56.6×Ｐi-0.174 ｉ[％]＝39.9×Ｐi-0.201 

5億円を超える場合 1.73％ 0.71％ 

注意1 ｉ，Ｐiは「現場環境改善費の計算方法」による。  

 

中略 

 

第5節 一般管理費等 
1-5-1 一般管理費等 

1-5-1-1 一般管理費等 

(4) 一般管理費等率表 

対象額(Ｃp) 500万円以下 500万円を超え30億円以下 30億円を超えるもの 

一般管理費等率(Ｇp) 23.57％ Ｇp[％]＝-4.97802×Log(Ｃp)＋56.92101 9.74％ 

注意1 Ｇpは一般管理費等率，Ｃpは一般管理費等対象額とする。 

注意2 Ｇpは，小数点以下第3位を四捨五入し，第2位とする。 

 

中略 
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1-5-2 各経費の項目別対照表 

1-5-2-1 間接工事費等の項目別対照表 

間接工事費等 共通仮設費 現場管理費 一般管理費等 

対象額 

項目 
直接工事費 

純工事費 

（直接工事費＋共通仮設費） 

工事原価 

（純工事費＋現場管理費＋機器間接

費） 

工場修理費 × × × 

盤内改造費 × × × 

機器単体費 × × × 

鋼構造製作物費 × × ○ 

製作原価 × × ○ 

技術者間接費 × × ○ 

機器管理費 × × ○ 

工期延長等に伴う現場維持等の費用 × × ○ 

支給品費(機器相当) × × × 

支給品費(材料相当) ○ ○ × 

注意1 ○は対象とするもの，×は対象としないものを表す。 

注意2 支給品費（機器相当）は，機器単体費に相当するする資材を支給する場合に適用する。 

 

 

中略 

 

 

1-5-2 各経費の項目別対照表 

1-5-2-1 間接工事費等の項目別対照表 

間接工事費等 共通仮設費 現場管理費 一般管理費等 

対象額 

項目 
直接工事費 

純工事費 

（直接工事費＋共通仮設費） 

工事原価 

（純工事費＋現場管理費＋機器間接

費） 

工場修理費 × × × 

盤内改造費 × × × 

機器単体費 × × × 

鋼構造製作物費 × × ○ 

製作原価 × × ○ 

材料費(光ケーブル) × ○ ○ 

技術者間接費 × × ○ 

機器管理費 × × ○ 

工期延長等に伴う現場維持等の費用 × × ○ 

支給品費(機器相当) × × × 

支給品費(材料相当) ○ ○ × 

注意1 ○は対象とするもの，×は対象としないものを表す。 

注意2 支給品費（機器相当）は，機器単体費に相当するする資材を支給する場合に適用する。 

 

中略 
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 第Ⅲ編 機械設備工事 
 

第2章 標準歩掛 

 

第1節 共通事項 
2-1-2 歩掛の取り扱い 

 2-1-2-2 クレーン等の機械経費の取り扱い 

  (2) クレーン等の機械経費の選定 

   イ 移動クレーンを使用する場合 

現場条件から移動クレーン（トラック[クレーン装置付]，トラッククレーン，ラフテレーンクレー

ン等を言う。以下同じ。）を使用することが作業性，安全性，経済性などの観点から必要または有利

である場合は，作業半径，最大荷重，吊上げ高さ等を検討した上で機種を選定し，機械賃料または機

械損料を直接経費として計上する。なお，機種の選定にあたっては，同一作業日の各作業で必要とさ

れるクレーンの能力のうち，最も大きいものを選定する。 

 

中略 

 

第2節 配管関係 
 

2-2-1 共通事項 

 2-2-1-1 施工単価表 
注意4 移動クレーン（トラック[クレーン装置付]を含む）を使用する場合は歩掛表の機種を参考に現場条件に応じ

たクレーンを計上する。現場備え付けのクレーンを使用する場合は吊上げ能力に応じた職種をクレーン運転

工として計上する。また，工程等を勘案して計上日数を求める場合はクレーンまたはクレーン運転工を別途

計上とする。なお，移動クレーンは「日」，トラック[クレーン装置付]は「時間」，クレーン運転工は「人」

を計上単位とする。 

 

中略 

 

2-2-2 鋼管布設工 

2-2-2-1 鋼管・ステンレス鋼管布設（人力） 

細別規格 
配管工 普通作業員 摘要 

呼び径 

80(75)mm 0.20  0.23   

 

中略 

 

第Ⅲ編 機械設備工事 
 

第2章 標準歩掛 

 

第1節 共通事項 
2-1-2 歩掛の取り扱い 

 2-1-2-2 クレーン等の機械経費の取り扱い 

  (2) クレーン等の機械経費の選定 

   イ 移動クレーンを使用する場合 

現場条件から移動クレーン（クレーン装置付トラック，トラッククレーン，ラフテレーンクレーン

等を言う。以下同じ。）を使用することが作業性，安全性，経済性などの観点から必要または有利で

ある場合は，作業半径，最大荷重，吊上げ高さ等を検討した上で機種を選定し，機械賃料または機械

損料を直接経費として計上する。なお，機種の選定にあたっては，同一作業日の各作業で必要とされ

るクレーンの能力のうち，最も大きいものを選定する。 

 

中略 

 

第2節 配管関係 
 

2-2-1 共通事項 

 2-2-1-1 施工単価表 
注意4 移動クレーン（クレーン装置付トラックを含む）を使用する場合は歩掛表の機種を参考に現場条件に応じた 

クレーンを計上する。現場備え付けのクレーンを使用する場合は吊上げ能力に応じた職種をクレーン運転工

として計上する。また，工程等を勘案して計上日数を求める場合はクレーンまたはクレーン運転工を別途計

上とする。なお，移動クレーンは「日」，クレーン装置付トラックは「時間」，クレーン運転工は「人」を計

上単位とする。 

 

中略 

 

2-2-2 鋼管布設工 

2-2-2-1 鋼管・ステンレス鋼管布設（人力） 

細別規格 
配管工 普通作業員 摘要 

呼び径 

80mm 0.20  0.23   

 

中略 
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2-2-2-2 鋼管・ステンレス鋼管布設（機械力）                                     単位：10ｍ 

細別規格 
配管工 普通作業員 

クレーン機種 

(参考)(注意2,3) 

クレーン運転時

間 

[時間](注意2) 

クレーン賃料 

[日](注意2) 

クレーン運転工 

(注意2) 呼び径 

80(75)mm 0.05  0.07  

トラック 

[クレーン装置付] 

通称4～4.5ｔ積級 

吊能力 2.9ｔ吊 

1.14 0.19 0.19 

100mm 0.05  0.07  1.27 0.22 0.22 

125mm 0.05  0.07  1.34 0.23 0.23 

150mm 0.06  0.08  1.34 0.23 0.23 

200mm 0.07  0.09  1.41 0.24 0.24 

中略 

450mm 0.18  0.26  
トラック 

クレーン 

油圧伸縮 

ジブ型 

最大吊上能力 

4.9ｔ吊 

- 0.30 0.30 

500mm 0.20  0.29  - 0.32 0.32 

600mm 0.24  0.36  - 0.34 0.34 

700mm 0.29  0.43  - 0.36 0.36 

800mm 0.34  0.52  - 0.39 0.39 

900mm 0.40  0.61  - 0.41 0.41 

中略 

1,500mm 1.07  1.61  最大吊上能力 

16ｔ吊 

- 0.61 0.61 

1,600mm 1.43  3.22  - 0.81 0.81 

中略 

2,100mm 2.24  5.03  最大吊上能力 

25ｔ吊 

- 0.97 0.97 

2,200mm 2.44  5.38  - 1.01 1.01 

中略 

2,600mm 3.31  6.78  最大吊上能力 

35ｔ吊 

- 1.24 1.24 

2,700mm 3.53  7.13  - 1.30 1.30 

 

中略 

 
注意3 最大吊上能力16t吊以上の移動クレーンを計上する場合の機種は，ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型］と

する。 

 

中略 

 

2-2-2-3 鋼管溶接（電気溶接）                                                      単位：口 
細別規格 

溶接工 特殊作業員 世話役 諸雑費 摘要 
呼び径 

80(75)mm 0.18 0.18 0.18 
労務費の 

5％ 
 

 

中略 

 

 

 

 

2-2-2-2 鋼管・ステンレス鋼管布設（機械力）                                     単位：10ｍ 

細別規格 
配管工 普通作業員 

クレーン機種 

(参考)(注意2,3) 

クレーン運転時

間 

[時間](注意2) 

クレーン賃料 

[日](注意2) 

クレーン運転

工 

(注意2) 呼び径 

80mm 0.05  0.07  

クレーン付 

トラック 

4ｔ積 

2.9ｔ吊 

1.14 0.19 0.19 

100mm 0.05  0.07  1.27 0.22 0.22 

125mm 0.05  0.07  1.34 0.23 0.23 

150mm 0.06  0.08  1.34 0.23 0.23 

200mm 0.07  0.09  1.41 0.24 0.24 

中略 

450mm 0.18  0.26  

トラック 

クレーン 

油圧伸縮 

ジブ型 

4.9ｔ吊 

- 0.30 0.30 

500mm 0.20  0.29  - 0.32 0.32 

600mm 0.24  0.36  - 0.34 0.34 

700mm 0.29  0.43  - 0.36 0.36 

800mm 0.34  0.52  - 0.39 0.39 

900mm 0.40  0.61  - 0.41 0.41 

中略 

1,500mm 1.07  1.61  
16ｔ吊 

- 0.61 0.61 

1,600mm 1.43  3.22  - 0.81 0.81 

中略 

2,100mm 2.24  5.03  
25ｔ吊 

- 0.97 0.97 

2,200mm 2.44  5.38  - 1.01 1.01 

中略 

2,600mm 3.31  6.78  
35ｔ吊 

- 1.24 1.24 

2,700mm 3.53  7.13  - 1.30 1.30 

 

中略 

 
注意3 16t吊以上の移動クレーンを計上する場合の機種は，ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型］とする。 

 

中略 

 

 

2-2-2-3 鋼管溶接（電気溶接）                                                      単位：口 
細別規格 

溶接工 特殊作業員 世話役 諸雑費 摘要 
呼び径 

80mm 0.18 0.18 0.18 
労務費の 

5％ 
 

 

中略 
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2-2-2-4 ステンレス鋼管溶接（電気溶接）                                           単位：口 
細別規格 

溶接工 特殊作業員 世話役 諸雑費 摘要 
呼び径 管厚 

80(75)mm 3.0mm 0.22 0.44 0.22 
労務費の 

9.0％ 
 

 

中略 

 

2-2-2-5 鋼管切断                                                       単位：口 
細別規格 

溶接工 諸雑費 摘要 
呼び径 

80(75)mm 0.13  
労務費の 

7.5％ 
 

 

中略 

2-2-2-6 ステンレス鋼管切断                                                  単位：口 
細別規格 

溶接工 諸雑費 摘要 
呼び径 管厚 

80(75)mm 3.0mm 0.12 
労務費の 

15％ 

 

 4.0mm 0.15  

 5.5mm 0.22  

 

中略 

 

2-2-2-7 フランジ継手                                                     単位：口 
細別規格 

配管工 普通作業員 諸雑費 摘要 
呼び径 

80(75)mm 0.11 0.11 
労務費の 

1％ 
 

 

中略 

 

2-2-2-8 ヴィクトリック継手・ドレッサー継手                                        単位：個 
細別規格 ヴィクトリック継手 ドレッサー継手 

呼び径 配管工 普通作業員 諸雑費 配管工 普通作業員 諸雑費 

80(75)mm 0.05 0.05 
労務費の 

1％ 
0.10 0.10 

労務費の 

1％ 

 

中略 

 

 

2-2-2-4 ステンレス鋼管溶接（電気溶接）                                           単位：口 
細別規格 

溶接工 特殊作業員 世話役 諸雑費 摘要 
呼び径 管厚 

80mm 3.0mm 0.22 0.44 0.22 
労務費の 

9.0％ 
 

 

中略 

 

2-2-2-5 鋼管切断                                                       単位：口 
細別規格 

溶接工 諸雑費 摘要 
呼び径 

80mm 0.13  
労務費の 

7.5％ 
 

 

中略 

 

2-2-2-6 ステンレス鋼管切断                                                  単位：口 
細別規格 

溶接工 諸雑費 摘要 
呼び径 管厚 

80mm 3.0mm 0.12 
労務費の 

15％ 

 

 4.0mm 0.15  

 5.5mm 0.22  

 

中略 

 

2-2-2-7 フランジ継手                                                     単位：口 
細別規格 

配管工 普通作業員 諸雑費 摘要 
呼び径 

80mm 0.11 0.11 
労務費の 

1％ 
 

 

中略 

 

2-2-2-8 ヴィクトリック継手・ドレッサー継手                                        単位：個 
細別規格 ヴィクトリック継手 ドレッサー継手 

呼び径 配管工 普通作業員 諸雑費 配管工 普通作業員 諸雑費 

75mm 0.05 0.05 
労務費の 

1％ 
0.10 0.10 

労務費の 

1％ 

 

中略 
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 2-2-2-9 入力条件表 

(1) 鋼管・ステンレス鋼管布設（人力） (歩掛2-2-2-1) 施工単価コード DDG02020110  
 条件1 条件2    

 作業内容補正 細別規格    

02  80(75)mm    

 

中略 

 

(2) 鋼管・ステンレス鋼管布設（機械力） (歩掛2-2-2-2) 施工単価コード DDG02020210  
 条件1 条件2 条件3 条件4 条件5 

 作業内容補正 細別規格 クレーン機種 クレーン賃料補正 クレーン賃料補正率 

01  80(75)mm    

 

中略 

 

(3) 鋼管溶接（電気溶接） (歩掛2-2-2-3) 施工単価コード DDG02020310  
 条件1     
 細別規格     
01 80(75)mm     

 

中略 

 

(4) ステンレス鋼管溶接（電気溶接） (歩掛2-2-2-4) 施工単価コード DDG02020410  
 条件1 条件2    

 細別規格 管厚    

01 80(75)mm     

 

中略 

 

(5) 鋼管切断 (歩掛2-2-2-5) 施工単価コード DDG02020510  
 条件1 条件2 条件3 条件4  

 細別規格 作業区分 切断区分 周長比  

01 80(75)mm     

 

中略 

 

(6) ステンレス鋼管切断 (歩掛2-2-2-6) 施工単価コード DDG02020610  
 条件1 条件2 条件3 条件4 条件5 

 細別規格 管厚 作業区分 切断区分 周長比 

01 80(75)mm     

 

中略 

 

 

2-2-2-9 入力条件表 

(1) 鋼管・ステンレス鋼管布設（人力） (歩掛2-2-2-1) 施工単価コード DDG02020110  
 条件1 条件2    

 作業内容補正 細別規格    

02  80mm    

 

中略 

 

(2) 鋼管・ステンレス鋼管布設（機械力） (歩掛2-2-2-2) 施工単価コード DDG02020210  
 条件1 条件2 条件3 条件4 条件5 

 作業内容補正 細別規格 クレーン機種 クレーン賃料補正 クレーン賃料補正率 

01  80mm    

 

中略 

 

(3) 鋼管溶接（電気溶接） (歩掛2-2-2-3) 施工単価コード DDG02020310  
 条件1     
 細別規格     
01 80mm     

 

中略 

 

(4) ステンレス鋼管溶接（電気溶接） (歩掛2-2-2-4) 施工単価コード DDG02020410  
 条件1 条件2    

 細別規格 管厚    

01 80mm     

 

中略 

 

(5) 鋼管切断 (歩掛2-2-2-5) 施工単価コード DDG02020510  
 条件1 条件2 条件3 条件4  

 細別規格 作業区分 切断区分 周長比  

01 80mm     

 

中略 

 

(6) ステンレス鋼管切断 (歩掛2-2-2-6) 施工単価コード DDG02020610  
 条件1 条件2 条件3 条件4 条件5 

 細別規格 管厚 作業区分 切断区分 周長比 

01 80mm     

 

中略 
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 (7) フランジ継手 (歩掛2-2-2-7) 施工単価コード DDG02020710  
 条件1 条件2    

 作業内容補正 細別規格    

02  80(75)mm    

 

中略 

 

(8) ヴィクトリック継手 (歩掛2-2-2-8) 施工単価コード DDG02020810  
 条件1 条件2    

 作業内容補正 作業種別    

01  80(75)mm    

 

中略 

 

(9) ドレッサー継手 (歩掛2-2-2-8) 施工単価コード DDG02020820  
 条件1 条件2    

 作業内容補正 作業種別    

01  80(75)mm    

 

中略 

 

2-2-3 ねじ継手鋼管布設工 

 2-2-3-1 ねじ継手鋼管布設                                                     単位：ｍ 

細別規格 
鋼管（ＳＵＳ管を含む） ライニング鋼管 

屋内配管 屋外配管 埋設配管 屋内配管 屋外配管 埋設配管 
呼び径 配管工 配管工 配管工 配管工 配管工 配管工 
32(30)mm 0.23 0.18 0.11 0.19 0.15 0.11 

中略 

80(75)mm 0.49 0.39 0.21 0.41 0.32 0.21 

 

中略 

 
 2-2-3-2 ねじ継手鋼管切断                                                           単位：口 

細別規格 
配管工 普通作業員 諸雑費 摘要 

呼び径 

32(30)mm 0.01 0.01 
労務費の 

3％ 
 

中略 

80(75)mm 0.03 0.02 
労務費の 

3％ 
 

 

中略 

 

 

(7) フランジ継手 (歩掛2-2-2-7) 施工単価コード DDG02020710  
 条件1 条件2    

 作業内容補正 細別規格    

02  80mm    

 

中略 

 

(8) ヴィクトリック継手 (歩掛2-2-2-8) 施工単価コード DDG02020810  
 条件1 条件2    

 作業内容補正 作業種別    

01  75mm    

 

中略 

 

(9) ドレッサー継手 (歩掛2-2-2-8) 施工単価コード DDG02020820  
 条件1 条件2    

 作業内容補正 作業種別    

01  75mm    

 

中略 

 

2-2-3 ねじ継手鋼管布設工 

 2-2-3-1 ねじ継手鋼管布設                                                     単位：ｍ 

細別規格 
鋼管（ＳＵＳ管を含む） ライニング鋼管 

屋内配管 屋外配管 埋設配管 屋内配管 屋外配管 埋設配管 
呼び径 配管工 配管工 配管工 配管工 配管工 配管工 

32mm 0.23 0.18 0.11 0.19 0.15 0.11 

中略 

80mm 0.49 0.39 0.21 0.41 0.32 0.21 

 

中略 

 

2-2-3-2 ねじ継手鋼管切断                                                           単位：口 
細別規格 

配管工 普通作業員 諸雑費 摘要 
呼び径 

32mm 0.01 0.01 
労務費の 

3％ 
 

中略 

80mm 0.03 0.02 
労務費の 

3％ 
 

 

中略 
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  2-2-3-3 ねじ継手鋼管ねじ切り                                                       単位：口 
細別規格 

配管工 普通作業員 諸雑費 摘要 
呼び径 

32(30)mm 0.04 0.04 
労務費の 

3％ 
 

中略 

80(75)mm 0.05 0.05 
労務費の 

3％ 
 

 

中略 

 

2-2-3-4 ねじ継手鋼管ねじ込み接合                                                   単位：口 
細別規格 

配管工 普通作業員 諸雑費 摘要 
呼び径 

32(30)mm 0.01 0.02 
労務費の 

3％ 
 

中略 

80(75)mm 0.02 0.03 
労務費の 

3％ 
 

 

中略 

 

2-2-3-5 入力条件表 

(1) ねじ継手鋼管布設 (歩掛2-2-3-1) 施工単価コード DDG02030120  
 条件1 条件2 条件3 条件4 条件5 

 作業内容補正 細別規格 管種 作業区分 設置場所 

04  32(30)mm    

中略 

08  80(75)mm    

 

中略 

 

(2) ねじ継手鋼管切断 (歩掛2-2-3-2) 施工単価コード DDG02030210  
 条件1     

 細別規格     

04 32(30)mm     

中略 

08 80(75)mm     

 

中略 

 

 

2-2-3-3 ねじ継手鋼管ねじ切り                                                       単位：口 
細別規格 

配管工 普通作業員 諸雑費 摘要 
呼び径 

32mm 0.04 0.04 
労務費の 

3％ 
 

中略 

80mm 0.05 0.05 
労務費の 

3％ 
 

 

中略 

 

2-2-3-4 ねじ継手鋼管ねじ込み接合                                                   単位：口 
細別規格 

配管工 普通作業員 諸雑費 摘要 
呼び径 

32mm 0.01 0.02 
労務費の 

3％ 
 

中略 

80mm 0.02 0.03 
労務費の 

3％ 
 

 

中略 

 

2-2-3-5 入力条件表 

(1) ねじ継手鋼管布設 (歩掛2-2-3-1) 施工単価コード DDG02030120  
 条件1 条件2 条件3 条件4 条件5 

 作業内容補正 細別規格 管種 作業区分 設置場所 

04  32mm    

中略 

08  80mm    

 

中略 

 

(2) ねじ継手鋼管切断 (歩掛2-2-3-2) 施工単価コード DDG02030210  
 条件1     

 細別規格     

04 32mm     

中略 

08 80mm     

 

中略 
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 (3) ねじ継手鋼管ねじ切り (歩掛2-2-3-3) 施工単価コード DDG02030310  
 条件1     

 細別規格     

04 32(30)mm     

中略 

08 80(75)mm     

 

中略 

 

(4) ねじ継手鋼管ねじ込み接合 (歩掛2-2-3-4) 施工単価コード DDG02030410  
 条件1 条件2    

 作業内容補正 細別規格    

04  32(30)mm    

中略 

08  80(75)mm    

 

中略 

 

2-2-4 塩化ビニル管布設工 

 2-2-4-1 塩化ビニル管布設                                                          単位：10ｍ 

細別規格 
配管工 普通作業員 摘要 

呼び径 

32(30)mm 0.08 0.14  

中略 

80(75)mm 0.10 0.18  

 

中略 

 
 2-2-4-2 塩化ビニル管継手                                           単位：口（ＴＳ継手は2口） 

細別規格 ＴＳ（接着）継手 ＲＲ（ゴム輪）継手 
摘要 

呼び径 配管工 普通作業員 配管工 普通作業員 

32(30)mm 0.03 0.03 - -  

中略 

80(75)mm 0.04 0.04 0.03 0.03  

 

中略 

 

2-2-4-3 入力条件表 

(1) 塩化ビニル管布設 (歩掛2-2-4-1) 施工単価コード DDG02040110  
 条件1 条件2    

 作業内容補正 細別規格    

05  32(30)mm    

中略 

08  80(75)mm    

 

中略 

 

(3) ねじ継手鋼管ねじ切り (歩掛2-2-3-3) 施工単価コード DDG02030310  
 条件1     

 細別規格     

04 32mm     

中略 

08 80mm     

 

中略 

 

(4) ねじ継手鋼管ねじ込み接合 (歩掛2-2-3-4) 施工単価コード DDG02030410  
 条件1 条件2    

 作業内容補正 細別規格    

04  32mm    

中略 

08  80mm    

 

中略 

 

2-2-4 塩化ビニル管布設工 

 2-2-4-1 塩化ビニル管布設                                                          単位：10ｍ 

細別規格 
配管工 普通作業員 摘要 

呼び径 

30mm 0.08 0.14  

中略 

75mm 0.10 0.18  

 

中略 

 
 2-2-4-2 塩化ビニル管継手                                           単位：口（ＴＳ継手は2口） 

細別規格 ＴＳ（接着）継手 ＲＲ（ゴム輪）継手 
摘要 

呼び径 配管工 普通作業員 配管工 普通作業員 

30mm 0.03 0.03 - -  

中略 

75mm 0.04 0.04 0.03 0.03  

 

中略 

 

2-2-4-3 入力条件表 

(1) 塩化ビニル管布設 (歩掛2-2-4-1) 施工単価コード DDG02040110  
 条件1 条件2    

 作業内容補正 細別規格    

05  30mm    

中略 

08  75mm    

 

中略 
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(2) 塩化ビニル管継手 (歩掛2-2-4-2) 施工単価コード DDG02040210  
 条件1 条件2 条件3   

 作業種別補正 細別規格 作業区分   

05  32(30)mm    

中略 

08  80(75)mm    

 

中略 

 

2-2-5 弁類据付工 

 2-2-5-1 弁類（仕切弁・逆止弁・バタフライ弁）据付 （人力）                          単位：台 
細別規格 

配管工 普通作業員  
呼び径 

80(75)mm 0.05 0.19  

 

中略 

 

 2-2-5-2 仕切弁・逆止弁据付 （機械力）                                     単位：台 

細別規格 
配管工 

普通作業

員 

クレーン機種 

(参考)(注意2,3) 

クレーン運転時間 

[時間](注意2) 

クレーン賃料 

[日](注意2) 

クレーン運転工 

(注意2) 呼び径 

100mm 0.03 0.05  

トラック 

[クレーン装置付] 

通称4～4.5ｔ積級 

吊能力 2.9ｔ吊 

0.40 0.07 0.07 

125mm 0.03 0.05  0.47 0.08 0.08 

150mm 0.04 0.06  0.49 0.08 0.08 

200mm 0.05 0.08  0.57 0.10 0.10 

250mm 0.06 0.10  0.73 0.12 0.12 

中略 

400mm 0.41 1.13  トラック 

クレーン 

油圧伸縮 

ジブ型 

最大吊上能力 

4.9ｔ吊 

- 0.29  0.29 

450mm 0.62 1.96  - 0.30  0.30 

500mm 0.82 2.47  - 0.32  0.32 

600mm 1.13 3.61  - 0.34  0.34 

700mm 1.44 4.22  - 0.36  0.36 

中略 

900mm 1.85 5.97  最大吊上能力16ｔ吊 - 0.43  0.43 

中略 

1,200mm 2.37 7.31  最大吊上能力20ｔ吊 - 0.53  0.53 

1,350mm 2.58 7.42  最大吊上能力25ｔ吊 - 0.59  0.59 

1,500mm 2.79 7.53  最大吊上能力35ｔ吊 - 0.70  0.70 

 

中略 

 
注意3 最大吊上能力16t吊以上の移動クレーンを計上する場合の機種は，ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型］と

する。 

 

中略 

 

(2) 塩化ビニル管継手 (歩掛2-2-4-2) 施工単価コード DDG02040210  
 条件1 条件2 条件3   

 作業種別補正 細別規格 作業区分   

05  30mm    

中略 

08  75mm    

 

中略 

 

2-2-5 弁類据付工 

 2-2-5-1 弁類（仕切弁・逆止弁・バタフライ弁）据付 （人力）                          単位：台 
細別規格 

配管工 普通作業員  
呼び径 

75mm 0.05 0.19  

 

中略 

 

 2-2-5-2 仕切弁・逆止弁据付 （機械力）                                     単位：台 

細別規格 
配管工 普通作業員 

クレーン機種 

(参考)(注意2,3) 

クレーン運転時間 

[時間](注意2) 

クレーン賃料 

[日](注意2) 

クレーン運転工 

(注意2) 呼び径 

100mm 0.03 0.05  

クレーン付 

トラック 

4ｔ積 

2.9ｔ吊 

0.40 0.07 0.07 

125mm 0.03 0.05  0.47 0.08 0.08 

150mm 0.04 0.06  0.49 0.08 0.08 

200mm 0.05 0.08  0.57 0.10 0.10 

250mm 0.06 0.10  0.73 0.12 0.12 

中略 

400mm 0.41 1.13  
トラック 

クレーン 

油圧伸縮 

ジブ型 

4.9ｔ吊 

- 0.29  0.29 

450mm 0.62 1.96  - 0.30  0.30 

500mm 0.82 2.47  - 0.32  0.32 

600mm 1.13 3.61  - 0.34  0.34 

700mm 1.44 4.22  - 0.36  0.36 

中略 

900mm 1.85 5.97  16ｔ吊 - 0.43  0.43 

中略 

1,200mm 2.37 7.31  20ｔ吊 - 0.53  0.53 

1,350mm 2.58 7.42  25ｔ吊 - 0.59  0.59 

1,500mm 2.79 7.53  35ｔ吊 - 0.70  0.70 

 

中略 

 
注意3 16t吊以上の移動クレーンを計上する場合の機種は，ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型］とする。 

 

 

中略 
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2-2-5-3 バタフライ弁据付 （機械力）                                    単位：台 

細別規格 
配管工 普通作業員 

クレーン機種 

(参考)(注意2,3) 

クレーン運転時間 

[時間](注意2) 

クレーン賃料 

[日](注意2) 

クレーン運転工 

(注意2) 呼び径 

200mm 0.05 0.08 
トラック 

[クレーン装置付] 

通称4～4.5ｔ積級 

吊能力 2.9ｔ吊 

0.57 0.10  0.10  

250mm 0.06 0.10 0.73 0.12  0.12  

300mm 0.11 0.17 0.91 0.16  0.16  

350mm 0.18 0.43 1.10 0.19  0.19  

中略 

500mm 0.82 2.04 トラック 

クレーン 

油圧伸縮 

ジブ型 

最大吊上能力 

4.9ｔ吊 

- 0.30  0.30  

600mm 1.13 2.95 - 0.32  0.32  

700mm 1.44 3.44 - 0.33  0.33  

800mm 1.65 3.94 - 0.34  0.34  

900mm 1.85 4.44 - 0.35  0.35  

中略 

1,350mm 2.58 6.59 最大吊上能力16ｔ吊 - 0.43  0.43  

中略 

1,800mm 3.09 8.14 
最大吊上能力20ｔ吊 

- 0.50  0.50  

2,000mm 3.19 8.45 - 0.55  0.55  

2,100mm 3.29 8.60 
最大吊上能力25ｔ吊 

- 0.56  0.56  

2,200mm 3.40 8.76 - 0.59  0.59  

2,400mm 3.50 8.96 最大吊上能力35ｔ吊 - 0.62  0.62  

 

中略 

 
注意3 最大吊上能力16t吊以上の移動クレーンを計上する場合の機種は，ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型］と

する。 

 

中略 

 

 

 

2-2-5-3 バタフライ弁据付 （機械力）                                    単位：台 

細別規格 
配管工 普通作業員 

クレーン機種 

(参考)(注意2,3) 

クレーン運転時間 

[時間](注意2) 

クレーン賃料 

[日](注意2) 

クレーン運転工 

(注意2) 呼び径 

200mm 0.05 0.08 
クレーン付 

トラック 

4ｔ積 

2.9ｔ吊 

0.57 0.10  0.10  

250mm 0.06 0.10 0.73 0.12  0.12  

300mm 0.11 0.17 0.91 0.16  0.16  

350mm 0.18 0.43 1.10 0.19  0.19  

中略 

500mm 0.82 2.04 
トラック 

クレーン 

油圧伸縮 

ジブ型 

4.9ｔ吊 

- 0.30  0.30  

600mm 1.13 2.95 - 0.32  0.32  

700mm 1.44 3.44 - 0.33  0.33  

800mm 1.65 3.94 - 0.34  0.34  

900mm 1.85 4.44 - 0.35  0.35  

中略 

1,350mm 2.58 6.59 16ｔ吊 - 0.43  0.43  

中略 

1,800mm 3.09 8.14 
20ｔ吊 

- 0.50  0.50  

2,000mm 3.19 8.45 - 0.55  0.55  

2,100mm 3.29 8.60 
25ｔ吊 

- 0.56  0.56  

2,200mm 3.40 8.76 - 0.59  0.59  

2,400mm 3.50 8.96 35ｔ吊 - 0.62  0.62  

中略 

 
注意3 16t吊以上の移動クレーンを計上する場合の機種は，ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型］とする。 

 

 

中略 
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2-2-5-4 電動仕切弁据付 （機械力）                          単位：台 

細別規格 
機械据付工 普通作業員 

クレーン機種 

(参考)(注意2,3) 

クレーン運転時間 

[時間](注意2) 

クレーン賃料 

[日](注意2) 

クレーン運転工 

(注意2) 呼び径 

100mm 0.03 0.05  

トラック 

[クレーン装置付] 

通称4～4.5ｔ積級 

吊能力 2.9ｔ吊 

0.40 0.07 0.07 

125mm 0.03 0.05  0.47 0.08 0.08 

150mm 0.04 0.06  0.49 0.08 0.08 

200mm 0.05 0.08  0.57 0.10 0.10 

250mm 0.06 0.10  0.73 0.12 0.12 

300mm 0.11 0.17  0.91 0.16 0.16 

350mm 0.18 0.43  1.10 0.19 0.19 

400mm 0.41 1.13  
トラック 

クレーン 

油圧伸縮 

ジブ型 

最大吊上能力 

4.9ｔ吊 

- 0.29  0.29 

450mm 0.62 1.96  - 0.30  0.30 

500mm 0.82 2.47  - 0.32  0.32 

600mm 1.13 3.61  - 0.34  0.34 

700mm 1.44 4.22  - 0.36  0.36 

800mm 1.65 5.25  

最大吊上能力16ｔ吊 

- 0.40  0.40 

900mm 1.85 5.97  - 0.43  0.43 

1,000mm 2.06 6.70  - 0.45  0.45 

1,100mm 2.16 7.11  - 0.52  0.52 

1,200mm 2.37 7.31  最大吊上能力20ｔ吊 - 0.53  0.53 

1,350mm 2.58 7.42  最大吊上能力25ｔ吊 - 0.59  0.59 

1,500mm 2.79 7.53  最大吊上能力35ｔ吊 - 0.70  0.70 

 

中略 

 
注意 3 最大吊上能力 16t 吊以上の移動クレーンを計上する場合の機種は，ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ

型］とする。 

 

中略 

 

 

 

2-2-5-4 電動仕切弁据付 （機械力）                          単位：台 

細別規格 
機械据付工 普通作業員 

クレーン機種 

(参考)(注意2,3) 

クレーン運転時間 

[時間](注意2) 

クレーン賃料 

[日](注意2) 

クレーン運転工 

(注意2) 呼び径 

100mm 0.03 0.05  

クレーン付 

トラック 

4ｔ積 

2.9ｔ吊 

0.40 0.07 0.07 

125mm 0.03 0.05  0.47 0.08 0.08 

150mm 0.04 0.06  0.49 0.08 0.08 

200mm 0.05 0.08  0.57 0.10 0.10 

250mm 0.06 0.10  0.73 0.12 0.12 

300mm 0.11 0.17  0.91 0.16 0.16 

350mm 0.18 0.43  1.10 0.19 0.19 

400mm 0.41 1.13  
トラック 

クレーン 

油圧伸縮 

ジブ型 

4.9ｔ吊 

- 0.29  0.29 

450mm 0.62 1.96  - 0.30  0.30 

500mm 0.82 2.47  - 0.32  0.32 

600mm 1.13 3.61  - 0.34  0.34 

700mm 1.44 4.22  - 0.36  0.36 

800mm 1.65 5.25  

16ｔ吊 

- 0.40  0.40 

900mm 1.85 5.97  - 0.43  0.43 

1,000mm 2.06 6.70  - 0.45  0.45 

1,100mm 2.16 7.11  - 0.52  0.52 

1,200mm 2.37 7.31  20ｔ吊 - 0.53  0.53 

1,350mm 2.58 7.42  25ｔ吊 - 0.59  0.59 

1,500mm 2.79 7.53  35ｔ吊 - 0.70  0.70 

 

中略 
 

注意 3 16t 吊以上の移動クレーンを計上する場合の機種は，ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型］とする。 

 

 

中略 
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2-2-5-5 電動バタフライ弁据付 （機械力）                       単位：台 

細別規格 
機械据付工 普通作業員 

クレーン機種 

(参考)(注意2,3) 

クレーン運転時間 

[時間](注意2) 

クレーン賃料 

[日](注意2) 

クレーン運転工 

(注意2) 呼び径 

200mm 0.05 0.08 
トラック 

[クレーン装置付] 

通称4～4.5ｔ積級 

吊能力 2.9ｔ吊 

0.57 0.10  0.10  

250mm 0.06 0.10 0.73 0.12  0.12  

300mm 0.11 0.17 0.91 0.16  0.16  

350mm 0.18 0.43 1.10 0.19  0.19  

400mm 0.41 1.13 

トラック 

クレーン 

油圧伸縮 

ジブ型 

最大吊上能力 

4.9ｔ吊 

- 0.28  0.28  

450mm 0.62 1.60 - 0.29  0.29  

500mm 0.82 2.04 - 0.30  0.30  

600mm 1.13 2.95 - 0.32  0.32  

700mm 1.44 3.44 - 0.33  0.33  

800mm 1.65 3.94 - 0.34  0.34  

900mm 1.85 4.44 - 0.35  0.35  

1,000mm 2.06 4.94 - 0.36  0.36  

1,100mm 2.16 5.46 

最大吊上能力 16ｔ吊 

- 0.39  0.39  

1,200mm 2.37 6.08 - 0.41  0.41  

1,350mm 2.58 6.59 - 0.43  0.43  

1,500mm 2.78 7.52 - 0.45  0.45  

1,600mm 2.88 7.83 - 0.47  0.47  

1,650mm 2.99 7.98 - 0.48  0.48  

1,800mm 3.09 8.14 
最大吊上能力 20ｔ吊 

- 0.50  0.50  

2,000mm 3.19 8.45 - 0.55  0.55  

2,100mm 3.29 8.60 
最大吊上能力 25ｔ吊 

- 0.56  0.56  

2,200mm 3.40 8.76 - 0.59  0.59  

2,400mm 3.50 8.96 最大吊上能力 35ｔ吊 - 0.62  0.62  

 

中略 
 

注意3 最大吊上能力16t吊以上の移動クレーンを計上する場合の機種は，ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型］

とする。 

 

中略 

 

 

 

2-2-5-5 電動バタフライ弁据付 （機械力）                       単位：台 

細別規格 
機械据付工 普通作業員 

クレーン機種 

(参考)(注意2,3) 

クレーン運転時

間 

[時間](注意2) 

クレーン賃料 

[日](注意2) 

クレーン運転工 

(注意2) 呼び径 

200mm 0.05 0.08 
クレーン付 

トラック 

4ｔ積 

2.9ｔ吊 

0.57 0.10  0.10  

250mm 0.06 0.10 0.73 0.12  0.12  

300mm 0.11 0.17 0.91 0.16  0.16  

350mm 0.18 0.43 1.10 0.19  0.19  

400mm 0.41 1.13 

トラック 

クレーン 

油圧伸縮 

ジブ型 

4.9ｔ吊 

- 0.28  0.28  

450mm 0.62 1.60 - 0.29  0.29  

500mm 0.82 2.04 - 0.30  0.30  

600mm 1.13 2.95 - 0.32  0.32  

700mm 1.44 3.44 - 0.33  0.33  

800mm 1.65 3.94 - 0.34  0.34  

900mm 1.85 4.44 - 0.35  0.35  

1,000mm 2.06 4.94 - 0.36  0.36  

1,100mm 2.16 5.46 

16ｔ吊 

- 0.39  0.39  

1,200mm 2.37 6.08 - 0.41  0.41  

1,350mm 2.58 6.59 - 0.43  0.43  

1,500mm 2.78 7.52 - 0.45  0.45  

1,600mm 2.88 7.83 - 0.47  0.47  

1,650mm 2.99 7.98 - 0.48  0.48  

1,800mm 3.09 8.14 
20ｔ吊 

- 0.50  0.50  

2,000mm 3.19 8.45 - 0.55  0.55  

2,100mm 3.29 8.60 
25ｔ吊 

- 0.56  0.56  

2,200mm 3.40 8.76 - 0.59  0.59  

2,400mm 3.50 8.96 35ｔ吊 - 0.62  0.62  

 

中略 
 

注意3 16t吊以上の移動クレーンを計上する場合の機種は，ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型］とする。 

 

中略 
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2-2-5-6 緩閉逆止弁据付 （機械力）                          単位：台 

細別規格 
機械据付工 普通作業員 

クレーン機種 

(参考)(注意2,3) 

クレーン運転時間 

[時間](注意2) 

クレーン賃料 

[日](注意2) 

クレーン運転工 

(注意2) 呼び径 

100mm 0.03 0.05  

トラック 

[クレーン装置付] 

通称4～4.5ｔ積級 

吊能力 2.9ｔ吊 

0.40 0.07 0.07 

125mm 0.03 0.05  0.47 0.08 0.08 

150mm 0.04 0.06  0.49 0.08 0.08 

200mm 0.05 0.08  0.57 0.10 0.10 

250mm 0.06 0.10  0.73 0.12 0.12 

300mm 0.11 0.17  0.91 0.16 0.16 

350mm 0.18 0.43  1.10 0.19 0.19 

400mm 0.41 1.13  
トラック 

クレーン 

油圧伸縮 

ジブ型 

最大吊上能力 

4.9ｔ吊 

- 0.29  0.29 

450mm 0.62 1.96  - 0.30  0.30 

500mm 0.82 2.47  - 0.32  0.32 

600mm 1.13 3.61  - 0.34  0.34 

700mm 1.44 4.22  - 0.36  0.36 

800mm 1.65 5.25  

最大吊上能力 16ｔ吊 

- 0.40  0.40 

900mm 1.85 5.97  - 0.43  0.43 

1,000mm 2.06 6.70  - 0.45  0.45 

1,100mm 2.16 7.11  - 0.52  0.52 

1,200mm 2.37 7.31  最大吊上能力 20ｔ吊 - 0.53  0.53 

1,350mm 2.58 7.42  最大吊上能力 25ｔ吊 - 0.59  0.59 

1,500mm 2.79 7.53  最大吊上能力 35ｔ吊 - 0.70  0.70 

 

中略 
 

注意3 最大吊上能力16t吊以上の移動クレーンを計上する場合の機種は，ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型］

とする。 

 

中略 

 

2-2-5-7 入力条件表 

(1) 弁類据付（人力） (歩掛2-2-5-1) 施工単価コード DDG02050110  
 条件1 条件2    

 作業内容補正 細別規格    

02 撤去(不使用) 80(75)mm    

 

中略 

 

 

 

 

2-2-5-6 緩閉逆止弁据付 （機械力）                          単位：台 

細別規格 
機械据付工 普通作業員 

クレーン機種 

(参考)(注意2,3) 

クレーン運転時間 

[時間](注意2) 

クレーン賃料 

[日](注意2) 

クレーン運転工 

(注意2) 呼び径 

100mm 0.03 0.05  

クレーン付 

トラック 

4ｔ積 

2.9ｔ吊 

0.40 0.07 0.07 

125mm 0.03 0.05  0.47 0.08 0.08 

150mm 0.04 0.06  0.49 0.08 0.08 

200mm 0.05 0.08  0.57 0.10 0.10 

250mm 0.06 0.10  0.73 0.12 0.12 

300mm 0.11 0.17  0.91 0.16 0.16 

350mm 0.18 0.43  1.10 0.19 0.19 

400mm 0.41 1.13  
トラック 

クレーン 

油圧伸縮 

ジブ型 

4.9ｔ吊 

- 0.29  0.29 

450mm 0.62 1.96  - 0.30  0.30 

500mm 0.82 2.47  - 0.32  0.32 

600mm 1.13 3.61  - 0.34  0.34 

700mm 1.44 4.22  - 0.36  0.36 

800mm 1.65 5.25  

16ｔ吊 

- 0.40  0.40 

900mm 1.85 5.97  - 0.43  0.43 

1,000mm 2.06 6.70  - 0.45  0.45 

1,100mm 2.16 7.11  - 0.52  0.52 

1,200mm 2.37 7.31  20ｔ吊 - 0.53  0.53 

1,350mm 2.58 7.42  25ｔ吊 - 0.59  0.59 

1,500mm 2.79 7.53  35ｔ吊 - 0.70  0.70 

 

中略 
 

注意3 16t吊以上の移動クレーンを計上する場合の機種は，ラフテレーンクレーン［油圧伸縮ジブ型］とする。 

 

 

中略 

 

2-2-5-7 入力条件表 

(1) 弁類据付（人力） (歩掛2-2-5-1) 施工単価コード DDG02050110  
 条件1 条件2    

 作業内容補正 細別規格    

02 撤去(不使用) 75mm    

 

中略 
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第 3 節 機械設備関係 
 

2-3-1 河川用水門据付工 

2-3-1-2 機械経費（機械器具運転） 
 注意2 移動クレーンの場合は「日」，トラック[クレーン装置付]は「時間」を計上単位とする。 

 

中略 

 

2-3-2 ダム用水門据付工 

2-3-2-2 機械経費（機械器具運転） 
注意3 移動クレーンは「日」，トラック[クレーン装置付]は「時間」を計上単位とする。 

 

中略 

 

2-3-3 除塵設備据付工 

2-3-3-2 機械経費（機械器具運転） 
注意2 移動クレーンは「日」，トラック[クレーン装置付]は「時間」を計上単位とする。 

 

中略 

 

2-3-4 揚排水ポンプ設備据付工 

2-3-4-2 機械経費（機械器具運転） 
注意2 現場備え付けのクレーンを使用する場合はクレーン運転工を計上するものとし，クレーン運転工には当該ク

レーンの吊上げ能力に応じた職種を適用する。（この場合はクレーン損料または賃料は計上しない。）また，工

程表等により計上日数を求める場合はクレーンまたはクレーン運転工を別途計上とする。なお，移動クレーン

は「日」，トラック[クレーン装置付]は「時間」，クレーン運転工は「人」を計上単位とする。 

 

中略 

 

2-3-5 排水設備据付工 

2-3-5-2 機械経費（機械器具運転） 
注意2 ｘはポンプの据付台数とし，本表により計上日数（時間，人工）を求める。現場備え付けのクレーンを使用

する場合はクレーン運転工を計上するものとし，クレーン運転工には当該クレーンの吊上げ能力に応じた職

種を適用する。（この場合はクレーン損料または賃料は計上しない。） また，工程表等により計上日数を

求める場合はクレーンまたはクレーン運転工を別途計上とする。なお，移動クレーンは「日」，トラック[ク

レーン装置付]は「時間」，クレーン運転工は「人」を計上単位とする。 

 

中略 

 

 

第 3 節 機械設備関係 
 

2-3-1 河川用水門据付工 

2-3-1-2 機械経費（機械器具運転） 
 注意2 移動クレーンの場合は「日」，クレーン装置付トラックは「時間」を計上単位とする。 

 

中略 

 

 

2-3-2 ダム用水門据付工 

2-3-2-2 機械経費（機械器具運転） 
注意3 移動クレーンは「日」，クレーン装置付トラックは「時間」を計上単位とする。 

 

中略 

 

2-3-3 除塵設備据付工 

2-3-3-2 機械経費（機械器具運転） 
注意2 移動クレーンは「日」，クレーン装置付トラックは「時間」を計上単位とする。 

 

中略 

 

2-3-4 揚排水ポンプ設備据付工 

2-3-4-2 機械経費（機械器具運転） 
注意2 現場備え付けのクレーンを使用する場合はクレーン運転工を計上するものとし，クレーン運転工には当該 

クレーンの吊上げ能力に応じた職種を適用する。（この場合はクレーン損料または賃料は計上しない。）また，

工程表等により計上日数を求める場合はクレーンまたはクレーン運転工を別途計上とする。なお，移動クレー

ンは「日」，クレーン装置付トラックは「時間」，クレーン運転工は「人」を計上単位とする。 

 

中略 

 

2-3-5 排水設備据付工 

2-3-5-2 機械経費（機械器具運転） 
注意2 ｘはポンプの据付台数とし，本表により計上日数（時間，人工）を求める。現場備え付けのクレーンを使用

する場合はクレーン運転工を計上するものとし，クレーン運転工には当該クレーンの吊上げ能力に応じた職

種を適用する。（この場合はクレーン損料または賃料は計上しない。） また，工程表等により計上日数を

求める場合はクレーンまたはクレーン運転工を別途計上とする。なお，移動クレーンは「日」，クレーン装

置付トラックは「時間」，クレーン運転工は「人」を計上単位とする。 

 

中略 

 

 



備考 新（令和 8年 7 月） 旧 (令和 7年 7 月) 
 

基準-17 

 

  

第 7 節 配管関係 
 

2-7-1 一般事項 

 2-7-1-1 一般事項 

各入力条件表の機械器具において「機種一覧参照」とあるものは，本節の機種一覧表による。入力条

件表において機種を指定している場合の略称も本節による。 

なお，コード欄において，Lコードは賃料を，Kコード及びDDGコードは損料（燃料を含む施工単価）

を示す。 

 

 

2-7-2   機種一覧 

2-7-2-1 クレーン 

項番 コード 名称 規格 

1 K0302009 トラック[クレーン装置付] 通称2t積級 吊能力2.0t 吊 

2 K0302013 トラック[クレーン装置付] 通称4～4.5ｔ積級 吊能力 2.9ｔ 吊 

3 L001120001 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 4.9t 吊 

4 L001120003 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 16t 吊 

5 L001120004 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 20t 吊 

6 L001120005 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 25t 吊 

7 L001120006 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 30t 吊 

8 L001120007 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 35t 吊 

9 L001120008 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 45t 吊 

10 L001120016 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 50t 吊 

11 L001120011 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 100t 吊 

12 L001120012 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 120t 吊 

13 L001120013 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 160t 吊 

14 L001120014 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 200t 吊 

15 L001120015 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 360t 吊 

16 L001130001 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 4.9t 吊 

17 L001130002 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 7t 吊 

18 L001130011 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 10t 吊 

19 L001130004 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 16t 吊 

20 L001130005 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 20t 吊 

21 L001130006 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 25t 吊 

22 L001130007 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 35t 吊 

23 L001130009 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 45t 吊 

24 L001130010 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 最大吊上能力 50t 吊 

 

中略 

 

 

第 7 節 配管関係 
 

2-7-1 一般事項 

 2-7-1-1 一般事項 

各入力条件表の機械器具において「機種一覧参照」とあるものは，本節の機種一覧表による。入力条

件表において機種を指定している場合の略称も本節による。 

なお，コード欄において，Lコードは賃料を，Kコードは損料（燃料を含む施工単価）を示す。 

 

 

 

2-7-2   機種一覧 

2-7-2-1 クレーン 

項番 コード 名称 規格 

1 K0302009 クレーン装置付トラック 2t積2.0t吊 

2 K0302013 クレーン装置付トラック 4t積2.9t吊 

3 L001120001 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 4.9t 吊 

4 L001120003 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 16t 吊 

5 L001120004 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 20t 吊 

6 L001120005 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 25t 吊 

7 L001120006 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 30t 吊 

8 L001120007 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 35t 吊 

9 L001120008 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 45t 吊 

10 L001120016 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 50t 吊 

11 L001120011 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 100t 吊 

12 L001120012 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 120t 吊 

13 L001120013 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 160t 吊 

14 L001120014 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 200t 吊 

15 L001120015 トラッククレーン 油圧伸縮ジブ型 360t 吊 

16 L001130001 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 4.9t 吊 

17 L001130002 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 7t 吊 

18 L001130011 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 10t 吊 

19 L001130004 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 16t 吊 

20 L001130005 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 20t 吊 

21 L001130006 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 25t 吊 

22 L001130007 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 35t 吊 

23 L001130009 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 45t 吊 

24 L001130010 ラフテレーンクレーン 油圧伸縮ジブ型 50t 吊 

 

中略 
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2-7-2-2 空気圧縮機 

項番 コード 名称 規格 

1 DDG1201048 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 超低騒音型 排出ガス対策型(第2次) 2.0㎥/分 

2 DDG1201049 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 超低騒音型 排出ガス対策型(第2次) 2.5㎥/分 

3 DDG1201050 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 低騒音型 排出ガス対策型(第2次) 3.5～3.7㎥/分 

4 DDG1201051 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 低騒音型 排出ガス対策型(第2次) 5.0㎥/分 

5 DDG1201052 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 低騒音型 排出ガス対策型(第2次) 7.5～7.8㎥/分 

6 DDG1201053 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 低騒音型 排出ガス対策型(第2次) 10.5～11.0㎥/分 

7 DDG1201056 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 低騒音型 排出ガス対策型(第2次) 18～19㎥/分 

8 DDG1201057 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 低騒音型 排出ガス対策型(第2次) 20～21㎥/分 

 

中略 

 
注意3 DDGコードは土木工事標準積算基準書（土木工事編）[Ⅰ]（県土整備局）「機-12」を参照 

 

中略 

 

2-7-2-3 発動発電機 

項番 コード 名称 規格 

7 DDG1510025 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第2次) 13/15kVA 

8 DDG1510026 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第2次) 17/20kVA 

9 DDG1510027 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第2次) 20/25kVA 

10 DDG1510029 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第2次) 37/45kVA 

11 DDG1510030 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第2次) 50/60kVA 

12 DDG1510031 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第2次) 80/100kVA 

13 DDG1510033 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第2次) 100/125kVA 

14 DDG1510034 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第2次) 125/150kVA 

15 DDG1510037 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第2次) 270/300kVA 

 

中略 

 
注意2  DDGコードは土木工事標準積算基準書（土木工事編）[Ⅰ]（県土整備局）「機-12」を参照 

 

中略 

 
2-7-2-4 電気溶接機 

項番 コード 名称 規格 

11 DDG2081012 電気溶接機(ディーゼルエンジン駆動・直流アーク) 排出ガス対策型(第2次)最大溶接電流200A 

12 DDG2081013 電気溶接機(ディーゼルエンジン駆動・直流アーク) 排出ガス対策型(第3次)最大溶接電流230A 

13 DDG2081016 電気溶接機(ディーゼルエンジン駆動・直流アーク) 排出ガス対策型(第2次)最大溶接電流300A 

注意1  DDGコードは土木工事標準積算基準書（土木工事編）[Ⅰ]（県土整備局）「機-12」を参照 

 

中略 

 

 

2-7-2-2 空気圧縮機 

項番 コード 名称 規格 

1 K1201048 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 排出ガス対策型(第1次) 2.0㎥/分 

2 K1201049 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 排出ガス対策型(第1次) 2.5㎥/分 

3 K1201050 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 排出ガス対策型(第1次) 3.5～3.7㎥/分 

4 K1201051 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 排出ガス対策型(第1次) 5.0㎥/分 

5 K1201052 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 排出ガス対策型(第1次) 7.5～7.8㎥/分 

6 K1201053 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 排出ガス対策型(第1次) 10.5～11.0㎥/分 

7 K1201056 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 排出ガス対策型(第1次) 18～19㎥/分 

8 K1201057 空気圧縮機(可搬式・エンジン駆動・スクリュー型) 排出ガス対策型(第1次) 20～21㎥/分 

 

 

 

中略 

 

 

 

2-7-2-3 発動発電機 

項番 コード 名称 規格 

7 K1510025 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第1次) 13/15kVA 

8 K1510026 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第1次) 17/20kVA 

9 K1510027 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第1次) 20/25kVA 

10 K1510029 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第1次) 37/45kVA 

11 K1510030 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第1次) 50/60kVA 

12 K1510031 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第1次) 65/75kVA 

13 K1510033 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第1次) 100/125kVA 

14 K1510034 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第1次) 125/150kVA 

15 K1510037 発動発電機(ディーゼルエンジン駆動) 排出ガス対策型(第1次) 270/300kVA 

 

 

 

中略 

 

 

 

2-7-2-4 電気溶接機 

項番 コード 名称 規格 

11 K2081012 電気溶接機(ディーゼルエンジン駆動・直流アーク) 最大溶接電流 180A 

12 K2081013 電気溶接機(ディーゼルエンジン駆動・直流アーク) 最大溶接電流 250A 

13 K2081016 電気溶接機(ディーゼルエンジン駆動・直流アーク) 排出ガス対策型(第1次) 最大溶接電流300A 

 

中略 

 



備考 新（令和 8年 7 月） 旧 (令和 7年 7 月) 
 

基準-19 

 

  
2-7-2-5 高所作業車 

(1) 施工単価表         単位：日 

名称 形状寸法 数量 単位 摘要 

運転手（一般）  1.00 人 作業床高さ9.7m 

運転手（特殊）  1.00 人 作業床高さ12m 

軽油  18.720 ℓ  

 

中略 

 

2-7-2-6 入力条件表 

(1) クレーン (表2-7-2-1) 施工単価コード DDG07020110 
 

 条件1 条件2 条件3   

 クレーン機種 クレーン賃料補正 クレーン賃料補正率   

01 トラック[クレーン装置付] 吊能力2ｔ吊 短期(1.25) (実数入力)   

02 トラック[クレーン装置付] 吊能力2.9ｔ吊 長期(1.0)    

03 トラッククレーン最大吊上能力4.9ｔ吊 夜間短期(1.625)    

04 トラッククレーン最大吊上能力16ｔ吊 夜間長期(1.3)    

05 トラッククレーン最大吊上能力20ｔ吊 その他    

06 トラッククレーン最大吊上能力25ｔ吊     

07 トラッククレーン最大吊上能力30ｔ吊     

08 トラッククレーン最大吊上能力35ｔ吊     

09 トラッククレーン最大吊上能力45ｔ吊     

10 トラッククレーン最大吊上能力50ｔ吊     

11 トラッククレーン最大吊上能力100ｔ吊     

12 トラッククレーン最大吊上能力120ｔ吊     

13 トラッククレーン最大吊上能力160ｔ吊     

14 トラッククレーン最大吊上能力200ｔ吊     

15 トラッククレーン最大吊上能力360ｔ吊     

16 ラフテレーン最大吊上能力4.9ｔ吊     

17 ラフテレーン最大吊上能力7ｔ吊     

18 ラフテレーン最大吊上能力10ｔ吊     

19 ラフテレーン最大吊上能力16ｔ吊     

20 ラフテレーン最大吊上能力20ｔ吊     

21 ラフテレーン最大吊上能力25ｔ吊     

22 ラフテレーン最大吊上能力35ｔ吊     

23 ラフテレーン最大吊上能力45ｔ吊     

24 ラフテレーン最大吊上能力50ｔ吊     

25 備付クレーン     

26 計上しない     

 

中略 

 
注意4 トラック[クレーン装置付]の1日あたりの運転時間は5.85時間（固定値）とする。（運転日数から運転時間へ

の換算は「運転時間＝運転日数×5.85」によるものとし，運転時間は小数点以下第4位を四捨五入し，第3位

とする。） 

 

中略 

 
2-7-2-5 高所作業車 

(1) 施工単価表         単位：日 

名称 形状寸法 数量 単位 摘要 

運転手（一般）  1.00 人 作業床高さ9.7m 

運転手（特殊）  1.00 人 作業床高さ12m 

軽油  21.840 ℓ  

 
中略 

 

2-7-2-6 入力条件表 

(1) クレーン (表2-7-2-1) 施工単価コード DDG07020110 
 

 条件1 条件2 条件3   

 クレーン機種 クレーン賃料補正 クレーン賃料補正率   

01 クレーン付トラック2ｔ吊 短期(1.25) (実数入力)   

02 クレーン付トラック2.9ｔ吊 長期(1.0)    

03 トラッククレーン4.9ｔ吊 夜間短期(1.625)    

04 トラッククレーン16ｔ吊 夜間長期(1.3)    

05 トラッククレーン20ｔ吊 その他    

06 トラッククレーン25ｔ吊     

07 トラッククレーン30ｔ吊     

08 トラッククレーン35ｔ吊     

09 トラッククレーン45ｔ吊     

10 トラッククレーン50ｔ吊     

11 トラッククレーン100ｔ吊     

12 トラッククレーン120ｔ吊     

13 トラッククレーン160ｔ吊     

14 トラッククレーン200ｔ吊     

15 トラッククレーン360ｔ吊     

16 ラフテレーン4.9ｔ吊     

17 ラフテレーン7ｔ吊     

18 ラフテレーン10ｔ吊     

19 ラフテレーン16ｔ吊     

20 ラフテレーン20ｔ吊     

21 ラフテレーン25ｔ吊     

22 ラフテレーン35ｔ吊     

23 ラフテレーン45ｔ吊     

24 ラフテレーン50ｔ吊     

25 備付クレーン     

26 計上しない     

 

中略 

 
注意4 クレーン装置付トラックの1日あたりの運転時間は5.85時間（固定値）とする。（運転日数から運転時間への

換算は「運転時間＝運転日数×5.85」によるものとし，運転時間は小数点以下第4位を四捨五入し，第3位と

する。） 

 

中略 
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(3) 発動発電機 (表2-7-2-4) 施工単価コード DDG07020310 
 

 条件1     

 発動発電機機種     

12 80/100kVA(DE排ガス)     

 

中略 

 

(4) 溶接機 (表2-7-2-4) 施工単価コード DDG07020410 
 

 条件1     

 溶接機機種     

11 DC200A(DE排ガス)     

12 DC230A(DE排ガス)     

13 DC300A(DE排ガス)     

14 計上しない      

 

(3) 発動発電機 (表2-7-2-4) 施工単価コード DDG07020310 
 

 条件1     

 発動発電機機種     

12 65/75kVA(DE排ガス)     

 

中略 

 

(4) 溶接機 (表2-7-2-4) 施工単価コード DDG07020410 
 

 条件1     

 溶接機機種     

11 DC180A(DE)     

12 DC250A(DE)     

13 DC300A(DE排ガス)     

14 計上しない     
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第Ⅳ編 点検・整備 
 

第1章 点検整備費の積算 
 

第1節 総則 
1-1-2 点検整備費の費目 

1-1-2-2 点検整備費の構成 

  点検整備費の構成は次のとおりとする。 

 

   点検整備費 

 

点検整備価格  部品費   

 

             点検整備工事費  点検整備原価  材料費 

                              直接経費 

                                水道光熱電力量 

                                機械経費 

                                特別経費 

                                輸送費 

                                交通管理費 

                              直接労務費 

                              塗装費 

 

                              共通仮設費 

                                運搬費 

                                派遣費 

                                宿泊費 

                                宿泊手当 

                                安全費 

                                技術管理費 

 

                              現場管理費 

                              点検整備間接費 

 

                      一般管理費等(注意1) 

 

             技術調査費 

             スクラップ評価額 

 

消費税等相当額 

 
注意1 一般管理費等には契約保証補正額を含む。 

注意2 純点検整備費は直接点検整備，運搬費，宿泊費，安全費，宿泊手当，技術管理費から構成される。（派遣費

は含まないものとする。） 

 

中略 

 

 

第Ⅳ編 点検・整備 
 

第1章 点検整備費の積算 
 

第3節 点検整備原価 
1-1-2 点検整備費の費目 

1-1-2-2 点検整備費の構成 

  点検整備費の構成は次のとおりとする。 

 

   点検整備費 

 

点検整備価格  部品費   

 

             点検整備工事費  点検整備原価  材料費 

                              直接経費 

                                水道光熱電力量 

                                機械経費 

                                特別経費 

                                輸送費 

                                交通管理費 

                              直接労務費 

                              塗装費 

 

                              共通仮設費 

                                運搬費 

                                派遣費 

                                宿泊費 

                                安全費 

                                技術管理費 

 

                              現場管理費 

                              点検整備間接費 

 

                      一般管理費等(注意1) 

 

             技術調査費 

             スクラップ評価額 

 

消費税等相当額 

 

 
注意1 一般管理費等には契約保証補正額を含む。 

注意2 純点検整備費は直接点検整備，運搬費，宿泊費，安全費，技術管理費から構成される。（派遣費は含まない

ものとする。） 

 

中略 

 

 

純
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検
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第3節 点検整備原価 
1-3-2 共通仮設費，現場管理費，点検整備間接費 

1-3-2-1 共通仮設費 

  (1) 共通仮設費の構成及び算定 

ア 共通仮設費は，運搬費，派遣費，宿泊費，宿泊手当，安全費，技術管理費より構成される。 

 

中略 

 

第5節 技術調査費及びスクラップ評価額 
1-5-1 技術調査費 

1-5-1-1 技術調査費 

(1) 技術調査費 

ア 技術調査費は点検・整備に関して高度な技術的調査，対策の立案等に要する特別な費用であり，

旅費，宿泊手当，宿泊費，賃金（賃金×工数），間接費，一般管理費等の合計とする。 

イ 技術調査費は原則として積み上げによる。ただし，これにより難いときは，この限りでない。 

 

中略 

 

(2) 技術調査費の積み上げ 

ア 技術調査に従事する技術員の旅費，宿泊手当，宿泊費は「神奈川県企業職員の旅費に関する規

程」等に準じて積算する。 

 

中略 

 

 

 

 

 

第3節 点検整備原価 
1-3-2 共通仮設費，現場管理費，点検整備間接費 

1-3-2-1 共通仮設費 

  (1) 共通仮設費の構成及び算定 

ア 共通仮設費は，運搬費，派遣費，宿泊費，安全費，技術管理費より構成される。 

 

中略 

 

第5節 技術調査費及びスクラップ評価額 
1-5-1 技術調査費 

1-5-1-1 技術調査費 

(1) 技術調査費 

ア 技術調査費は点検・整備に関して高度な技術的調査，対策の立案等に要する特別な費用であり，

旅費，日当，宿泊費，賃金（賃金×工数），間接費，一般管理費等の合計とする。 

イ 技術調査費は原則として積み上げによる。ただし，これにより難いときは，この限りでない。 

 

中略 

 

(2) 技術調査費の積み上げ 

ア 技術調査に従事する技術員の旅費，日当，宿泊費は「神奈川県企業職員の旅費に関する規程」等

に準じて積算する。 

 

中略 
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第2章 標準歩掛 
 

第2節 電気設備関係 
 

2-2-1 共通事項 

 2-2-1-1 施工単価表 

名称 形状寸法 数量 単位 摘要 

点検整備工   人 (注意3) 

その他の労務費   人 (注意4) 

補助材料費  1 式  

直接経費（率分）  1 式  

計     

注意1 直接材料費および直接経費（積み上げ分）は別途積み上げる。 

注意2 起算単位は各歩掛による。 

注意3 点検整備工は技術者，技術員，機械据付工のうち，個別歩掛にて指定された職種による。 

注意4 その他の労務費は点検整備工以外の労務費とする。 

注意5 個別歩掛に特記のある場合を除き，本節の歩掛には台数補正を適用し，2台目等以降の歩掛は0.7倍とする。 

注意6 本節の歩掛に対する補助材料費率，直接経費率，共通仮設費率，点検整備間接費率は個別歩掛に特記のある

場合を除き「電気及び計装設備」を適用する。 

 

中略 

 

第3節 通信・制御設備関係 
 

2-3-1 共通事項 

 2-3-1-1 施工単価表 

名称 形状寸法 数量 単位 摘要 

点検整備工   人 (注意3) 

その他の労務費   人 (注意4) 

補助材料費  1 式  

直接経費（率分）  1 式  

計     

注意1 部品費，直接材料費および直接経費（積み上げ分）は別途積み上げる。 

注意2 起算単位は各歩掛による。 

注意3 点検整備工は技術者，技術員，機械据付工のうち，個別歩掛で指定された職種による。 

注意4 その他の労務費は点検整備工以外の労務費とする。 

注意5 個別歩掛に特記のある場合を除き，本節の歩掛には台数補正を適用し，2台目等以降の歩掛は0.7倍とする。 

注意6 本節の歩掛に対する補助材料費率，直接経費率，共通仮設費率，点検整備間接費率は個別歩掛に特記のある

場合を除き「電気及び計装設備」を適用する。 

 

中略 

 
 

 

第2章 標準歩掛 
 

第2節 電気設備関係 
 

2-2-1 共通事項 

 2-2-1-1 施工単価表 

名称 形状寸法 数量 単位 摘要 

点検整備工   人 (注意3) 

その他の労務費   人 (注意4) 

補助材料費  1 式 (注意5) 

直接経費（率分）  1 式 (注意5) 

計     

注意1 直接材料費および直接経費（積み上げ分）は別途積み上げる。 

注意2 起算単位は各歩掛による。 

注意3 点検整備工は技術者，技術員，機械据付工のうち，個別歩掛にて指定された職種による。 

注意4 その他の労務費は点検整備工以外の労務費とする。 

注意5 個別歩掛に特記のある場合を除き，本節の歩掛には台数補正を適用し，2台目等以降の歩掛は0.7倍とする。 

注意6 本節の歩掛に対する補助材料費率，直接経費率，共通仮設費率，点検整備間接費率は個別歩掛に特記のある

場合を除き「電気及び計装設備」を適用する。 

 

中略 

 

第3節 通信・制御設備関係 
 

2-3-1 共通事項 

 2-3-1-1 施工単価表 

名称 形状寸法 数量 単位 摘要 

点検整備工   人 (注意3) 

その他の労務費   人 (注意4) 

補助材料費  1 式 (注意5) 

直接経費（率分）  1 式 (注意5) 

計     

注意1 部品費，直接材料費および直接経費（積み上げ分）は別途積み上げる。 

注意2 起算単位は各歩掛による。 

注意3 点検整備工は技術者，技術員，機械据付工のうち，個別歩掛で指定された職種による。 

注意4 その他の労務費は点検整備工以外の労務費とする。 

注意5 個別歩掛に特記のある場合を除き，本節の歩掛には台数補正を適用し，2台目等以降の歩掛は0.7倍とする。 

注意6 本節の歩掛に対する補助材料費率，直接経費率，共通仮設費率，点検整備間接費率は個別歩掛に特記のある

場合を除き「電気及び計装設備」を適用する。 

 

中略 
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第4節 機械設備関係 
 

2-4-1 共通事項 

 2-4-1-1 施工単価表 

名称 形状寸法 数量 単位 摘要 

点検整備工   人 (注意3) 

その他の労務費   人 (注意4) 

補助材料費  1 式  

直接経費（率分）  1 式  

計     

注意1 直接材料費および直接経費（積み上げ分）は別途積み上げる。 

注意2 起算単位は各歩掛による。 

注意3 点検整備工は技術者，技術員，機械据付工のうち，個別歩掛にて指定された職種による。 

注意4 その他の労務費は点検整備工以外の労務費とする。 

注意5 台数補正は個別歩掛の指定による。 

注意6 本節の歩掛に対する補助材料費率，直接経費率，共通仮設費率，点検整備間接費率は個別歩掛に特記のある

場合を除き「揚排水ポンプ設備」を適用する。 

 

中略 

 
2-4-2 ポンプ・モーター修理工 

 2-4-2-1 ポンプ・モーター修理                             単位：台 

細別規格 
機械据付工 摘要 

呼び径 

80(75)mm  3.40  

 

中略 

 

2-4-2-2 入力条件表 

(1) ポンプ・モーター修理 (歩掛2-4-2-1) 施工単価コード DDH04020110 
 

 条件1 条件2    

 細別規格 修理区分    

04 80(75)mm     

 

中略 

 

2-4-3 仕切弁修理工 

 2-4-3-1 仕切弁修理                                  単位：台 

細別規格 手動 電動 
摘要 

呼び径 機械据付工 機械据付工 

80(75)mm  0.10  2.21  

 

中略 

 

 

 

 

第4節 機械設備関係 
 

2-4-1 共通事項 

 2-4-1-1 施工単価表 

名称 形状寸法 数量 単位 摘要 

点検整備工   人 (注意3) 

その他の労務費   人 (注意4) 

補助材料費  1 式 (注意5) 

直接経費（率分）  1 式 (注意5) 

計     

注意1 直接材料費および直接経費（積み上げ分）は別途積み上げる。 

注意2 起算単位は各歩掛による。 

注意3 点検整備工は技術者，技術員，機械据付工のうち，個別歩掛にて指定された職種による。 

注意4 その他の労務費は点検整備工以外の労務費とする。 

注意5 台数補正は個別歩掛の指定による。 

注意56 本節の歩掛に対する補助材料費率，直接経費率，共通仮設費率，点検整備間接費率は個別歩掛に特記のある

場合を除き「揚排水ポンプ設備」を適用する。 

 

中略 

 
2-4-2 ポンプ・モーター修理工 

 2-4-2-1 ポンプ・モーター修理                             単位：台 

細別規格 
機械据付工 摘要 

呼び径 

80mm  3.40  

 

中略 

 

2-4-2-2 入力条件表 

(1) ポンプ・モーター修理 (歩掛2-4-2-1) 施工単価コード DDH04020110 
 

 条件1 条件2    

 細別規格 修理区分    

04 80mm     

 

中略 

 

2-4-3 仕切弁修理工 

 2-4-3-1 仕切弁修理                                  単位：台 

細別規格 手動 電動 
摘要 

呼び径 機械据付工 機械据付工 

75mm  0.10  2.21  

 

中略 
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2-4-3-2 入力条件表 

(1) 仕切弁修理 (歩掛2-4-3-1) 施工単価コード DDH04030110 
 

 条件1 条件2    

 駆動方法 細別規格    

02  80(75)mm    

 

中略 

 

2-4-6 逆止弁修理工 

 2-4-6-1 逆止弁修理                                  単位：台 

細別規格 急閉式 緩閉式 
ダッシュポッ

ト 摘要 

呼び径 機械据付工 機械据付工 機械据付工 

80(75)mm 0.25 - -  

 

中略 

 

2-4-6-2 入力条件表 

(1) 逆止弁修理 (歩掛2-4-6-1) 施工単価コード DDH04060110 
 

 条件1 条件2    

 形式区分 細別規格    

01  80(75)mm    

 

中略 

 

 

 

2-4-3-2 入力条件表 

(1) 仕切弁修理 (歩掛2-4-3-1) 施工単価コード DDH04030110 
 

 条件1 条件2    

 駆動方法 細別規格    

02  75mm    

 

中略 

 

2-4-6 逆止弁修理工 

 2-4-6-1 逆止弁修理                                  単位：台 

細別規格 急閉式 緩閉式 
ダッシュポッ

ト 摘要 

呼び径 機械据付工 機械据付工 機械据付工 

75mm 0.25 - -  

 

中略 

 

2-4-6-2 入力条件表 

(1) 逆止弁修理 (歩掛2-4-6-1) 施工単価コード DDH04060110 
 

 条件1 条件2    

 形式区分 細別規格    

01  75mm    

 

中略 
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第Ⅵ編 巡回点検業務 
 

第1章 業務費の積算 
 

第2節 点検業務価格 
 

1-2-1 直接費 

 1-2-1-3 直接経費 

  (2) 機械経費 

    イ 機械経費の算定は第Ⅱ編の「直接経費」における機械経費の算定を準用する。なお，運転 

     時間外の機械の確保が必要な場合は，設計変更により精算計上できるものとする。 

 

 

中略 

 

(5) その他 

   その他は，人員輸送，機械運搬，交通規制及び当該点検業務を実施するのに必要な仮設備等に 

要する費用とし，積み上げる。 

 

 

 

第Ⅵ編 巡回点検業務 
 

第1章 業務費の積算 
 

第2節 点検業務価格 
 

1-2-1 直接費 

 1-2-1-3 直接経費 

  (2) 機械経費 

    イ 機械経費の算定は第Ⅱ編の「直接経費」における機械経費の算定を準用する。 

 

 

中略 

 

(5) その他 

   その他は，機械運搬及び当該点検業務を実施するのに必要な仮設備等に要する費用とし，積み 

上げる。 

 

 

 


